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平成１６年３月期  第１四半期業績の概況（非連結）   平成１５年 ８月 ４日 

上場会社名 株式会社シモジマ （コード番号：７４８２   東証第２部） 

（ＵＲＬ http://www.shimojima.co.jp/ ）   

問 合 せ 先       代表者役職・氏名 代表取締役社長 

                下 島 淳 延 
（ＴＥＬ：（０３）―３８６２―８６２６） 

              責任者役職・氏名 取締役経理部長 
                谷 中 浩 三 
 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法の最近連結会計年度におけ
る認識の方法との相違の有無 

： 無 

 
 
２．平成１６年３月期第１四半期の業績概況（平成１５年 ４月 １日 ～ 平成１５年 ６月３０日） 
(1) 経営成績の進捗状況                   （百万円以下切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

１６年 ３月期第１四半期 8,992     3.1 792    15.2 815    12.1 

１５年 ３月期第１四半期 8,724     2.9 687     5.8 727     1.2 

(参考)１５年 ３月期 37,666     3.6 3,867     7.9 3,915     5.9 

(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期におけるわが国経済は、株式市況の持ち直しなど一部に景気回復の兆しは見られたものの依

然デフレ基調からは脱しきれず、金融不安や雇用情勢の悪化などから個人消費は低迷が続き、厳しい状況で

推移いたしました。 

このような状況の中で、当社ではお客様のニーズに素早く対応できるよう、引き続き販売体制および物流

体制の強化に努めてまいりました。 

営業販売部門におきましては、フランチャイズ政策によるパッケージプラザ店の新規出店を２店舗とリニ

ューアルを１店舗おこない、売上高の増加に寄与いたしました。また、昨年より本格的な活動を展開してお

ります花材ルート開拓も順調に推移しております。この結果、営業販売部門の当第１四半期売上高は55 億 60

百万円（前年同期比 2.0％増）となりました。 

 直営店販売部門におきましては、顧客ニーズに対応した取扱商品の拡大とサービス面の強化により、大型

店を中心に順調に売り上げを伸ばしました。また、当第１四半期に東京都台東区にある浅草橋店を閉店いた

しましたが、同店のお客様を近隣の店舗で吸収できたことにより、同地区の売上高は増加いたしました。こ

の結果、直営店販売部門の当第１四半期売上高は34 億 32 百万円（前年同期比 4.8％増）となりました。 

 これらの結果、全社の当第１四半期売上高は 89 億 92 百万円（前年同期比 3.1%増）となりました。 

利益面では、化成品の海外調達比率を上げるなどの仕入努力とともに、前年同期に比べ決済為替レートが

円高だったことにより売上原価率は減少いたしました。また、紙製品につきましては、原紙価格市況にほと

んど変動がなかったことから、売上原価率は、ほぼ前年並となりました。 

販売費および一般管理費につきましては、ほぼ当初予想通りで推移しております。 

この結果、営業利益は７億92百万円（前年同期比 15.2％増）、経常利益は８億15百万円（前年同期比 12.1％

増）となりました。 
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(2) 財政状態の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

１６年 ３月期第１四半期 25,103 20,814 82.9 1,056.97 

１５年 ３月期第１四半期 24,447 19,797 80.9 999.44 

(参考)１５年 ３月期       25,370        20,702          81.6        1,047.83 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．平成１６年 ３月期の業績予想（平成１５年 ４月 １日 ～ 平成１６年 ３月３１日） 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 
１株当たり予 
想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

中   間   期 18,038 1,384 779 38.55 

通       期 38,792 3,952 2,168 107.25 

 
 
 
 

 

以  上 

 

 

［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 

 当第１四半期の財政状態は次の通りであります。（金額の比較は何れも平成 15 年３月期末との比較であり

ます。） 

 総資産は２億 67 百万円減少し 251 億３百万円となりましたが、株主資本は１億 12 百万円増加し 208 億 14

百万円となりましたので、株主資本比率は1.3％上昇して82.9％となりました。 

増減の主なものは、流動資産では商品等棚卸資産の増加が２億61 百万円と現預金の減少６億57 百万円等、

全体では２億 57 百万円減少いたしました。固定資産では建設仮勘定（機械装置に振替予定）が 70 百万円増

加いたしました。 

負債では、買掛金が２億 97 百万円、未払金が 89 百万円、賞与引当金が１億 52 百万円、預り金が 89 百万

円それぞれ増加いたしております。一方未払法人税等が９億 18 百万円、未払消費税等１億 11 百万円減少し

全体では３億 79 百万円減少いたしております。 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

今後の業績予測につきましては、平成15 年５月19 日発表の中間および通期の業績予想を修正しておりま

せん。 


